






































































































































































































































































































































































































































資料（＊）  評価（◎）予想される子供の反応（）発問（○） 指示（◎） 確認（◇）指導上の留意点（）        学 習 活 動
＊資料1
ＩＣチップによるデータ収集
＊資料２
案内システムによるデータ収集
＊資料３
回転すし総合管理システムの
しくみ
◎評価
資料１から，すべてのすし皿
の裏にＩＣチップを付ける
ことで，どのすしがどれだけ
売れたのかというデータを
収集できることが分かった。
資料２から，案内システムに
よりどの席に大人と子供が
それぞれ何人座り，何分経過
しているかというデータも
収集できることが分かる。
資料３では，収集したデータ
をもとに，１分後と15分後に
お客さんがほしいすしや皿
数をレーンごとに常に予測
して， キッチンのモニター
にうつしていることが分か
る。
◎資料からの情報を基に，予想
を確かめてみましょう。
◎資料から分かった学習課題
の答えを発表しましょう。
回転すし総合管理システム
が集積するデータの量は，年
間10億件を超えることを補
足する。
◎資料からの情報を基にして，
学習課題の答えを書きま
しょう。
すしの廃棄率の削減が，売上
の増加や費用の削減につな
がっており，情報産業と小売
業は関連していることを共
有する。
３　資料で検証し，結
果を共有する。
４　学習課題の解を
まとめる。
◎学習課題の解（＝習得するべき説明的知識）がワーク
シートに記述されているか。
［学習課題］
なぜ，全国の回転すし屋が捨てているすしは平均で６％
なのに，スシローは４％ですんでいるのだろう。
［学習課題の解］
すべてのすし皿の裏にＩＣチップを取り付け，商品を
一つ一つ管理しているので，どのすしがどれだけ売れ
たのかというデータを常に収集できる。
案内システムによって，どの席に，大人と子供がそれ
ぞれ何人座り，何分経過しているのかというデータを
常に収集できる。
ＩＣチップの情報（どのすしがどれだけ売れたのか）
や案内システムの情報（どの席に，大人と子供がそれ
ぞれ何人座り，何分経過しているのか）を，すべて回
転すし総合管理システムに集積し，そのデータをもと
にして，コンピュータが１分後と15分後にお客さんが
求めるすしや皿数をレーンごとに常に予測し，キッチ
ンのモニターに映し出している。
Ⅴ　授業実践の分析と検討
　授業分析の視点
　ビッグデータを活用した「スシローの回転すし
総合管理システム」を教材化し，情報産業と小売
業の関連を習得させる第２時の授業を，Ａ市立Ｂ
小学校の第５学年Ｃ組（37名）で実践した（2019
年３月４日）。第２時の評価基準を表３に示す。
授業終末の段階において，「資料からの情報を基に
して，学習課題の答えを書きましょう。」という
指示を出している。そして，ワークシートに子供
が記述した学習課題の解を分析し，目標到達度を
評価した。
　第２時の分析と検討
　まずは，目標到達度「Ａ＋」及び「Ａ」の子供
を抽出し，ワークシートに示された学習課題の解
を質的に分析する。目標到達度「Ａ＋」及び「Ａ」
の学習課題に対する解の記述例を，図２に示す。
　「Ａ」の解は，１～３の各資料から，学習課題の
解につながる表３の観点①②③の内容を的確に読
み取り，それぞれの情報を整理して示している。
そのため，本時の目標に到達していると判断した。
　「Ａ＋」の解は，１～３の各資料から観点①②③
の内容を読み取るだけではなく，ＩＣチップから
の情報（どのすしがどれだけ売れたのか）や案内
システムからの情報（どの席に，大人と子供がそ
れぞれ何人座り，何分経過しているのか）を基に，
コンピュータが需要予測を行っているという回転
すし総合管理システムのしくみが示されている。
すなわち，観点①及び②の内容を，観点③と関連
付けて記述している。また，ＩＣチップや案内シ
ステムからのデータを「全て回転すし総合管理シ
ステムに情報通信してそのデータをもとにして」
と，ビッグデータ活用の視点が明確に示されている。
― ２８ ―
表３　第２時の評価基準
　「Ａ」に示す①②③の内容が個別に示されてい
るのではなく，「①＋②→③」という関係で記述
されている。すなわち，ＩＣチップや案内システ
ムで収集したデータをコンピュータが分析し，お
客さんが求めるすしや皿数をレーンごとに常に
予測しているという関係が記述されている。
Ａ＋
　スシローが捨てているすしは４％すんでいる
理由について，次の内容を記述している。
①すべてのすし皿の裏にＩＣチップを取り付け，
商品を一つ一つ管理しているので，どのすしが
どれだけ売れたのかというデータを常に収集
できる。
②案内システムによって，どの席に，大人と子供
がそれぞれ何人座り，何分経過しているのかと
いうデータを常に収集できる。
③ＩＣチップの情報（どのすしがどれだけ売れた
のか）や案内システムの情報（どの席に，大人
と子供がそれぞれ何人座り，何分経過している
のか）を，すべて回転すし総合管理システムに
集積し，そのデータをもとにして，コンピュー
タが１分後と15分後にお客さんが求めるすし
や皿数をレーンごとに常に予測し，キッチンの
モニターに映し出している。
Ａ
　「Ａ」及び「Ａ＋」に示す内容を記述していない。Ｂ
「Ａ」の解
（No.15）
「Ａ＋」の解
（No.17）
図２　「Ａ＋」及び「Ａ」の学習課題に対する解の記述例
　以上の理由から「Ａ」よりも高度な学習課題の
解であると判断した。そこで，目標到達度を「Ａ
＋」と評価した。
　第２時では，目標到達度が「Ｂ」の子供も４名
いた。例えば，No.23は，学習課題の解を「その答
えは，どのすしがどれだけ売れているのかを，コ
ンピュータに送って予測している。」と示してい
る。ＩＣチップから収集した情報については記述
しているものの，案内システムから収集した情報
についてはふれられていない。また，それらの情
報から，何を予測しているのかという具体的な記
述も無い。したがって，目標到達度を「Ｂ」と判
断した。資料での検証において協働的な読み取り
を行ったり，クラス全体で獲得した情報をより丁
寧に共有したりすることが改善策としてあげられ
る。
　次に，第２時における目標到達度の分布を表４
に示し，量的に分析する。
　本時の目標に到達している「Ａ＋」及び「Ａ」
を合算すると，89.2％（33人／37人）となる。
　図３に示した第２時の板書からも分かるよう
に，予想の段階では「案内システムからお客さん
の人数データを収集し，すしの量を調節してい
る。」という学習課題の解に近い意見が出されてい
る。しかし，ＩＣチップから収集した情報（どの
すしがどれだけ売れたのか）が活用されるという
予想はない。また，ＩＣチップや案内システムか
らの情報を分析し，コンピュータが需要予測を行
うという内容にもふれられていない。その状態か
ら，授業終末には89.2％の子供を本時の目標に到
達させることができた。この子供の変容から，資
料の内容及び読み取った情報の共有（図３におけ
る予想の右側）が適切であったといえる。
　以上の分析及び検討から，小単元「スシローの
回転すし総合管理システム」第２時の授業過程は，
情報産業と小売業の関連を習得させるという点に
おいて有効と判断できる。
Ⅵ　本研究の成果と課題
　本研究の成果は，次の２点である。
　ビッグデータを活用した「スシローの回転す
し総合管理システム」を教材化し，情報産業と
小売業の関連を「原因（収集・分析された情報
の活用）－結果（小売業の発展）」の関係で習
得できる授業モデルを，第５学年の情報産業単
元において開発できた。
　授業実践における分析と検討から，開発した
小学校社会科授業モデルが，情報産業と小売業
の関連を習得させるという点において有効であ
ることを証明できた。
　しかし，本研究において開発した小学校社会科
授業は，情報産業と小売業の関連を取り扱うのみ
にとどまっている。すしのネタを生産する水産業
やシャリを生産する農業を教材化していくこと
で，「水産業－小売業」や「農業－小売業」の関
連を習得させる授業モデルが開発できる。今後の
課題とし，研究を継続する。
― ２９ ―
表４　第２時における目標到達度の分布
ＢＡＡ＋
10.8％
（4人／37人）
29.7％
（11人／37人）
59.5％
（22人／37人）
図３　小単元「スシローの回転すし総合管理システム」第２時の板書
― ３０ ―
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